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阿 部 修 様

社協 事務局長 白 井 俊 和 様

渡 辺 惇 夫 様

石 山 中 学 校 長

本 間 正 人 様中野山小学校長

ネットワーク中野山

堀 内 貞 子 様

青 木 祐 司 様

県 議 会 議 員

　５月13日、シルバーピア石山にて開催いたしました。
　平成30年度当初の会員登録数は１４１名でした。
◇今年度は、出席者8６名、委任状提出者２６名で開催
　できました。また、来賓の方々より、多角的な視点の
　お話と激励をいただき、今後の活動の励みになりま
　した。また、社協の須佐主事からもご列席いただきまし
　た。来賓の皆さま、誠に有難うございました。

荒 井 宏 幸 様

発行日:平成30年6月10日
発行人：小　松　　茂

　新潟市東区新石山５－９－１９
電　話：２７６－０１６１

市 議 会 議 員

東 区 区 長

石 山 出 張 所 長

清 水 洋 様東区地域課課長

（当協議会の活動は新潟市の補助金を受けて実施しています）

平成30年度　通常総会　終わる

中野山小学校区コミュニティ協議会　　広報誌

当日、出席いただいた来賓の方々

◇ 開会の挨拶 小松会長

来賓挨拶 堀内区長、渡辺県議、荒井市議、本間校長、阿部校長、白井事務局長様

からご挨拶をいただきました

議長選出 高橋 正美氏（教育文化部員）を選出

≪議案審議≫

第１号議案 平成２９度活動報告 （菊谷事務局長）

第２号議案 平成２９年度決算報告 （ 近 会計） ２ページに掲載 監査報告（井筒監事）

第３号議案 平成３０年度の役員について 3ページに掲載
第４号議案 平成３０年度活動計画 原案通り決定

第５号議案 平成３０年度予算 原案通り決定

第６号議案 その他 （報告等）

・新潟市防火連合70周年にあたり表彰あり。当地区からの受賞団体１、個人２ （４頁に紹介）
・大石2号貯留管下水道工事の進捗状況（東新潟駅前を通過）
・赤道両脇のケヤキの伐採について

◇ 閉会の挨拶 武石副会長

本年度も、構成員の皆様の熱意を感じ取ることので

きる総会を開催できました。

「活動を充実させる第一歩」は、会員が目標を共有

することにあると思います。そんな意味でよいスタート

が切れたと思っています。これから、部会等を重ね

「つながりのできる事業を展開していきたいものです」

地域の皆様から、いろいろな活動に参加いただき、

顔を見せ合い、お互いの良さを感じあえたらと考えて

います。 皆様の一層のご協力をお願い致します。
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29年度決算 29年度予算 30年度予算

26,328        26,328         89,007

218,900 220,000 659,550

1,100,000 1,100,000 1,100,000

2,028,300 2,066,000 1,959,000

0 0 0

238,350 240,000 230,000 ・古紙行政収集地域活動支援金

509,300 525,000 85,000
・社会福祉中野山支会
・日赤石山中野山分団
・石山スポーツ振興会

30,000円
25,000円
30,000円

0 0 0
84,000 90,000 84,000
40,004 12 3

4,245,182 4,267,340 4,206,560

29年度決算 29年度予算 30年度予算

1,692,345    1,648,000    2,161,000

会 議 費 164,208       175,000        160,000

消 耗 品 費 286,911       247,000        280,000

印刷製本費 246,733 280,000        240,000

備品購入費 0 0 500,000

通 信 費 55,898        50,000         55,000

食 料 費 65,944        80,000         70,000

旅 費 80,000        130,000        80,000

研 修 費 0 5,000           5,000          ・ふるさとづくり研修会等

事 務 経 費 382,000       380,000        390,000

渉外・負担金 393,047 300,000        380,000

雑 費 17,604 1,000           1,000
2,399,030    2,474,080    2,035,000

安心安全推進事業 673,403     745,000      710,000
環境美化事業 781,460       769,080        367,000

住民交流事業 944,167       960,000        958,000
64,800 145,260       10,560

4,156,175    4,267,340    4,206,560
89,007        0 0

4,245,182    4,267,340    4,206,560

項　　　目 事　業　名 予　　　算 補　助　金 コミ協経費 主管の部会等
パトロール事業 225,000 200,000 25,000 安心安全部
防災対策事業 205,000 200,000 5,000 防火防災部
地域安全対策 280,000 180,000 100,000 安心安全・防火防災部
花いっぱい事業 202,000 200,000 2,000 教育文化部
AKG 45,000 36,000 9,000 環境部
クリーン中野山 120,000 96,000 24,000 環境部
社会福祉事業 206,000 200,000 6,000 社会福祉部
健康ウォーク 205,000 200,000 5,000 教育文化部（当コミ協重点事業）

天体に親しむ 165,000 82,000 83,000 教育文化部
いきいきひろば 202,000 180,000 22,000 教育文化部・福祉部
広報事業 180,000 135,000 45,000 事務局・役員会

総　計

　※平成29年度の事業費の予定

③ 予 備 費
合　計（①＋②＋③）
次期繰り越し

・各種団体等の渉外と負担金
・振込料等

②事業費
・パトロール、防災訓練、防犯情報の周知等

支出の部 摘　　　　　　　　　要

・花の植栽、クリーン活動、地下歩道美化等
・健康ウォーク、いきいきひろば、福祉促進等

①運営費
・自治会長連絡会費用、会場借用料等
・プリンターインク、コピー用紙、封筒等

・切手、はがき等
・各種会議用お茶
・区域外旅費

・申請・実績報告、広報作成作業、発送作業等

寄 付 金

雑 収 入 ・貯金利子
合　　　計

補 助 金 ・新潟市等からの補助金

地域活動支援金

協 力 金

公募型助成金

環境美化
事　　　業

住民交流
事　　　業

安心安全
推進事業

平成２９年度決算（2017.4.1～2018.3.31）　と　平成３０年度の予算 （2018.4.1～2019.3.31）
（単位：円）

収入の部 平成３０年度予算に関する摘要

繰 越 金 ・前年度より

・カレンダー代、各種コピー代等

参 加 費 ・会合参加者より

負 担 金 ・＠50円×4,400世帯

助 成 金 ・新潟市からの助成金

☆ 平成29年度活動のまとめ
活動報告につきましては、平成29年度の広報誌でお知らせしたもので替えさせてもらいます。

30年度も「がんばる地域を応援します」という新潟市の補助金制度等を利用して事業の充実を図りました。
活動に対する幾つもの新しい課題も見えてきましたが、各活動に対する激励や感謝の言葉も寄せられていま

す。このことを励みに、さらなる繋がりを目指して頑張りたいと思います。 ～役員一同～



　◎隣同士が助け合えて、地域全体が温かい関係になれるまち

　①　コミ協全域の交流をねらいに！

　部会活動として実施する事業
　★　幾つかの場面で、ワークショップ形式を取り入れ課題解決の方策を具体的に取り組んでいく。

　○子どもの居場所、お年寄りの居場所、世代間交流のできる場所があるまち
　・公共の文化施設やスポーツのできる場所のあるまち

 　※３　子どもの健全育成や見守り活動を推進する。

※東区策定の「まちづくり計画」、「地域ふれあいプラン」、「地域包括ケアシステム」等に即し、中野山の実情に合った対応の実施

　・緑豊かで、しかも交通機関が整備され関連施設の利用しやすいまち

　○自治会等の構成団体とコミ協が組織的に関われるまち
居場所のあるまち

安全で安心できるまち

　　　◎　コミ協内の現状把握から「支え合い」意識醸成と具体的な対策の取り組み開始。

支援し、地域の活性化を図る。

 　 ◎　高齢化社会の課題を具体的に把握し、対応策を立て組織を挙げて取り組む　

２　事業計画

　★　役員会で連絡調整を密に行う。

　　　◇ 企画運営：環境部⇔組織全体でバックアップ！

　　　◇　 防火防災部が中心となり企画運営する

　全組織を挙げて実施する事業

  ③　『支え合いのしくみづくり』の具体化に向けて組織を挙げて取り組む

    ◎　全世帯参加型『クリーン中野山』の実施や中学生の『AKG：地域貢献活動』を

  　◎　全自治会参加型『防災訓練』や防災研修会の実施により防災意識の向上を図る。

平成３０年度活動計画　
１　活動方針
中心目標：「安心して、楽しく暮らせるまちづくり」を目指す

3つの柱
支えあいのあるまち

～超高齢化社会に対応する地域課題を明確にして取り組む～

　◎防火、防犯、防災に強いまち
 　※１　各部会と自治会等の構成団体とのつなぎを工夫し、部会活動の住民への浸透を図る。

　　　～防災面、福祉面、日常生活面等多面的に検討する～
　　　◇　全部会、各諸団体の連携を深めながら対応する。　　　　　　　　　　　

　② 自治会等組織の連携を深める

 　※２　学校との連携をより深め、子どもたちとの協働を進める。

役 員 【任期：30 ・31年度の2年間】
【総会選任役員】

・会 長 小松 茂 （育成協、新石山5丁目自治会）
・副 会 長 武石 忠 （日赤石山中野山分団、下場自治会）

・副 会 長 山田 喜孝（中野山民児協、グリーンタウン壱号館自治会） 【新任】

・会 計 近 周作 （下場自治会）

・監 事 坂井 由美（中野山自治会） 井筒 宥二（中野山8丁目ときわ自治会）
【会長指名役員】

・事務局長 菊谷 きぬ子（新石山4丁目自治会） 事務局員 丸山 秀子（下場自治会）

【部会選任役員】

・社会福祉部長 松沢 昭治（石山第一自治会）

副部長 ・白井 尊（グリーンタウン東新潟自治会） ・小林 義明（新石山4丁目自治会）
・防火防災部長 山田 正樹（石山第一自治会） 【新任】

副部長 ・山田英典（中野山自治会） ・ 渋谷 修身 （グリーンタウン東新潟弐号館）

・安心安全部長 折笠 正寛（交通安全石山支部、新中野山自治会） 【新任】

副部長 ・山崎 好夫(石山第一自治会) ・今井 奈月(中野山小PTA、新石山第二自治会) 【新任】

・教育文化部長 佐藤 学（中野山小学校ＰＴＡ、中野山自治会）

副部長 ・菊谷 きぬ子（新石山４丁目自治会） ・白倉京子（中野山自治会、民児協）

・環 境 部長 平井 一夫（新中野山自治会）

副部長 ・小形 久（居浦自治会）・川村 恭二（石山第一自治会）



班　　名 班　長　名
東月曜班 阿 部 隆 衛
東火曜班 後 藤 哲
東水曜班 川 崎 勇
東木曜班 加 藤 ト シ コ
東金曜班 滝 沢 紀 子
西月曜班 山 崎 好 夫
西火曜班 折 笠 正 寛
西水曜班 渋 谷 久 史
西木曜班 小 林 智 敬
西金曜班 菊谷きぬ子

新潟市防火連合
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パトロール隊（＝中野山小学校子ども見守り隊）は、入学式（4月6日）から活動

平成３０年度のパトロール隊員

◎委員長 ： 武石 忠 （副会長、日赤石山中野山分団長）

○副委員長 ： 山田 正樹（防火防災部長）

・黒井 秀一 （石山第二自治会長）

・山田 英典 （防火防災副部長、中野山自治会）

・山田 喜孝 （副会長、グリーンタウン壱号館）

・小形 久 （居浦自治会長）

・櫻井 泰助 （防災士、新石山第一自治会）

平成18年10月より実
施してきた「パトール

事業」は、大きな成果

をあげて継続していま

す。現在、下校パトー

ルだけでなく、見守り

隊による朝の交通指

導も実施されています。

また、PTAや民生・児
童委員委員による見

守りもされています。

地域への関心を活動

に表すことこそ重要と

考えます。

平成30年度 当コミ協の特設委員会

は、防災検討委員会を継続します。

◎ 防災の関する課題を集約し

① 研修計画をたてます

団体の部：会長賞 個人の部：功労賞

○中野山８ときわ自治会 ・武石 忠 ・渋谷修身

（夜回り等の活動実績） （役員としての活動実績）

中野山小学校区防火連合会「新潟市ファイヤーコンテスト」準優勝となりました

栄誉


